
北大授業 First Step Program 北大スタディ・ツアー 

授業（FSP）で初めての海外体験を！ 

  国際本部 講師 1 正木幹生 

 

■FSP とは？ 

ファースト・ステップ・プログラム（FSP）

では、協定校での授業体験や学生交流、国

際機関や国際的に展開する企業の現場見

学、および関係者との対話などの現場体験

を経験します。海外体験がまったくないか

少ない、1-2年生が主な対象です。今後の

キャリアプランを作成して、在学中に交換

留学、海外インターンシップやボランティ

アなど、具体的な行動を促すことが目標で

す。 

2012 年 2 月の第１回（シンガポールと

ラオス）以来、3 年間で 10 回実施し、12

学部から合計 177名が参加しました。2013

年からは一般教育演習（フレッシュマンセ

ミナー）「グローバル・キャリア・デザイ

ン」として開講し、全学教育科目 2単位を

取得できようになりました。授業で海外体

験できるプログラムのひとつです。 

 

■いつ？どこで？ 

 FSPは、3つの研修で構成されます。夏休みと春休みの期間に実施する海外研修（2週間）

を中心に、その前後の事前研修（5回）と、事後研修（3回）です。 

地域は、アジア（シンガポール、タイ、ベトナムのいずれか）と、欧州（本学オフィス

があるフィンランドに加えて、ドイツ、スウェーデン、英国のいずれか）の 2 つが基本で

す。 

今後は、治安状況や学内の他のプログラムを考慮して、他地域での実施も検討します。

2014 年 3 月にはアフリカ（ザンビア）で実施しましたが、今後、北米（アメリカ）も検討

中です。 

関心がある人は是非、4月下旬と 10月中旬の帰国報告会、そして 5月下旬と 10月下旬頃

から開催する募集説明会に顔をだしてみてください。 

 

                                            
1 在バンコク、ビエンチャン、アクラ、プノンペン通算 13 年。 
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■どんな人が参加しているのか？ 

 学年は、第 1 回では大学院生や 4 年生もいまし

たが、フレッシュマンセミナーになってからは、

1-2年生が大半になりました。 

動機は、多様です。漠然と海外にでてみたい、

あまり英語力に自信がない、ひとりで行くには不

安、長期に海外は無理だけど短期でも行きたい、

交換で行く前にその国に行ってみたい、など。 

専門は、出身が 12学部に広がります。みなさん

の先輩、同級生、下級生など、どの学部にも FSP

参加者がいます。是非、参加した学生に「実際 FSP

ってどう？」と聞いてみてください。ここに書い

ていないような本音が聞けるかもしれません。 

共有する関心は、授業名称の通り「キャリア・デザイン」にあります。分野を問わず、

今後の自分のキャリアを考える契機です。交換留学を考える人にも良い事前準備になるで

しょう。訪問先で質問せず静かな学生もいますが、何事にも積極的に取り組む学生に参加

してもらいたいです。 

こうした多様な期待にこたえるべく、海外現地での開拓が大変ではありますが、できる

限り特定分野に偏らないように、訪問する大学や企業を選んでいます。 

 

■海外旅行気分？英語の勉強？ 

 FSPは、正直に申し上げて「楽」ではありません。 

募集説明会で説明していますが、帰国後の報告書

で「途中で辞めたいと思った」と書いた学生もいま

した。が、これまで健康あるいは治安不安等の理由

以外で、辞めた人はいません。また、訪問のない週

末も「自由課題活動」なので、自由時間がないよう

に思うかもしれません。しかし、実際は観光に時間

を使ってもまったく構いません。 

観光にしろ、自分の専門にしろ、その時間をどの

ように使うか計画することが「自由課題」です。実

際、これまでの参加者は、週末や毎日の空時間を有効に活用しているようです。薬学部生

なら薬局・病院を巡る、水産学部生なら地元マーケットで水産事情を調べるなど、自分の

専門分野の調査をする人もいます。旅行気分になってもらっても困りますが、気分転換は

十分できます！ 

 FSPは、英語研修ではありません。 

したがって、英語力向上のみを目的とする人には向きません。もっとも、協定校での北

大留学紹介や北海道観光プレゼンテーション、授業参加など、自分の英語力を試す機会は

たくさんあります。とくに欧州では英語に接する機会が多いようです。また、アジアなど、

訪問する国によっては、英語がすべてではないことも痛感することになるでしょう。 

シンガポール国立大学との交流（第 7

回：シンガポール・ベトナム） 

ミュンヘン工科大学での学生交流

（第 4回：ﾄﾞｲﾂ･ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ） 
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■密度の濃い 2 週間 

 FSP ほど、2 週間という限られた時間で、多種多様

な人に出会うことは少ないでしょう。 

訪問先では、北大出身者、北海道出身者、企業社長、

個人コンサルタント、研究者、実務者など、個性的な

業務やキャリア形成の話を聞けます。参加学生同士で

も、熱い語らいが毎晩続くこともあるようです。 

参加者のなかには、「満足したけど、あのような密

度の濃い時間は二度とご免だ」という人すらいました。 

いずれにせよ、この 2週間を最初のステップとして、

その次のステップをどのようにデザインするかが重

要です。それは成績だけの問題ではありません。 

 

■セカンドステップは？ 

 短期の海外体験の次のセカンドステ

ップをどのようにデザインするか。 

中には、「本当に留学が(学部在籍中

の)いま必要なのか」、と疑問がでてく

る人もいます。実際、FSP 経験者には

帰国後、学内でもできる英語力強化や

専門での勉強、留学生との交流等に励

む人もいます。それは構いません。 

しかし、プログラムとしてはやはり、本学の協定校への交換留学や国際交流科目（海外

留学Ⅱ）を目指してもらいたいと考えています。これは北大生であるメリットでもありま

す。実際、FSP 参加者のうち 20 名以上が交換留学しています。語学研修、海外留学Ⅱなど

に参加した人も数多くいます。 

 この Trans Japan5の執筆者の中でも、編集長の一戸さんや FSPについて書いている漆崎

さん、原田さんは FSP 経験者です。執筆者以外にも、成田さん、大釜さん、亀井さん、成

田さん、五野井さん、久保さん（おそらく最初で最後、FSPに 2回参加した人）、千原さん、

松尾さん、加藤さん等は、FSP後に交換留学にステップアップしました。 

 それ以外にも、外部主催のボランティアプログラムでタンザニアに行った学生、（フィリ

ピンでの語学研修後に）国連フォーラム主催のスタディープログラムに参加した亀井さん、

TEDxSapporoでの学生中核メンバーなど、交換留学以外をセカンドステップとしている人も

少なくありません。 

活動的な人が FSP に参加したこともあるでしょうが、プログラム担当として私ができる

ことは考える契機を与えることで、次の行動はみなさん次第です。 

 

■参加費用という現実問題 

 「大変そう、でも面白そう、なんとなく、関心がでてきた」と思って下さったでしょう

か。最後にネックなるのは、「けど、いったいいくらかかるのか」という費用でしょう。FSP

ザンビアでの学校訪問（第 6 回：

ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ･ｻﾞﾝﾋﾞｱ） 

第 5 回参加の関根さん（文学部）と、第 6 回参加の好

井さん(農学部)の海外体験学習研究全国大会発表より 
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は、内容を充実させつつ、移動費やホテルのランクなど、費用を可能な限り抑えています。 

参加費用は、アジアなら 20 万円、欧州なら 35 万円が目安です。アフリカは黄熱病等の

予防接種なども含めると 45万円程度です。「高い！」と思いましたか。 

しかし、みなさんの経済的負担が少しでも軽減されるように、奨学金を用意しています。

奨学金が得られる場合、アジアなら 10 万円未満、欧州なら 20～25 万円、アフリカなら 30

万円程度です。追加費用は、食費や若干の交通費などの現地費用のみです。 

2015 年度は、成績評価係数などの条件を満たしていれば、JASSO の奨学金を受けられる

ようになりました。加えて、FSPや交換留学などを考える人には、新渡戸カレッジ生になる

ことをお勧めします。新渡戸カレッジ生は、ほぼ確実に奨学金がもらえるからです。FSPの

参加後にカレッジ生になった人もいます。 

  いずれにせよ FSP には、参加する積極的な意思と、参加費用がだせるだけの経済的余

裕、そして、2週間の海外研修を乗り切る「体力」が最終的には必要です。 

 

■FSP 関連イベント「Gセミ」 

 「FSP に参加するには、ちょっとまだ迷う」という人は、「北大生を『グローバルに活躍

する』気にさせるセミナー（通称 G セミ）」に参加することをお勧めします。時期は、4 月

以降ほぼ毎月、年間 7 回程度です。参加者は 20-40 人です。70-100 人以上の参加がある会

もあります。 

Gセミでは、海外で活躍されている方（主に日本人）に話をしてもらいます。その業務内

容に加えて、その方のキャリア形成や留学経験についても、「生」の声を聞く機会です。FSP

の海外研修では、こうしたディスカッションが午前と午後、毎日続きます。が、Gセミでは、

その一部を切り取ったものを、日本にいながら経験できます。 

 講師は、FAOや国連本部、アジア開発銀行などの国際機関関係者、キリンビール社長、日

本航空関係者、コンサルタントなどの民間企業、など、第一線で活躍されている方です。

できる限り北大出身者あるいは北海道出身者をお招きしています。このセミナーで受けた

刺激によって、FSPだけでなく、海外インターン/ボランティア、語学研修等、「グローバル

に活躍する気」になってもらいたいと考えています。 

 Gセミでは、学生のボランティアを常時募集しています。会場設営や受付、セミナー風景

写真、アンケート回収など、運営スタッフとして関わることができます。ボランティアの

特典は、セミナー終了後に行うセミナー講師との食事会に参加できることです。セミナー

では聞けなかったこと、また、公にはできないような話など、こちらの話の方が面白いと

思う人もいるかもしれません。この食事会で講師の方と知り合いになって、その講師の方

が勤務されている国を訪問したときにお世話になった学生もいました。 

 Gセミに限ったことではないですが、海外に行かなくても学内においても、ネットを経由

せずに海外とつながる方法は、いろいろあります！ 

FSPや Gセミが、皆さんにとって海外に羽ばたくきっかけになることを、心から願ってい

ます。 


